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IBD 患者へ向けた適正な食事療法の提案

研究分担者 長堀正和 東京医科歯科大学医学部附属病院臨床試験管理センター 准教授

研究要旨：IBD（特にクローン病）患者の食事指導は病態等の異なる患者ごとの個別指導となり、統一

した指導指針の作成は容易ではない。実際、その重要性が患者にも広く認識されており、個々の患者の

知識、情報源、個人的体験などが、時に指導を難しくしている可能性がある。今年度は、実際に指導を

行っている管理栄養士を対象に、指導の実態（アンケート）調査を行った。調査結果は来年度に論文発

表を行い、具体的な指針作成に向けた研究の参考になると思われた。
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A. 研究目的

IBD 患者（特にクローン病患者）における食

事指導の実態を把握し、公平で科学的な食事

指導方法を探索する。

B. 研究方法

本研究班参加施設に依頼し、各施設の管理栄

養士を対象に、IBD 食事療法に関する実態

（アンケート）調査を行った。調査内容は回

答する管理栄養士の属性（経験年数など）と

指導内容を対象としたが、主な調査事項は以

下の通りである。

• 小児患者の指導の有無

• 指導患者人数（月）

• 指導依頼理由

• 「１回の指導」の回数及び複数回の場合の

間隔

• 「１回の指導」の所要時間（合計）

• 指導の際の同伴の有無

• 指導前の患者の評価及び使用するツール

• 身体計測等の評価

• 血液検査

• 指導内容

• 指導の評価及びその評価指標

• 自由記載（食事指導の課題、ニーズ）
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（倫理面への配慮）

診療実態の共有として収集した既存データを

解析する研究ということで、東京医科歯科大

学医学部倫理審査委員会にて研究が承認され

た。

C. 研究結果

56 施設より回答が得られ、有効回答数は 190
人（管理栄養士）であった。回答は 1
施設ごとに 1-14 人（中央値 3 年）、クローン

病の指導年数は 0-45 年（中央値 8 年）であ

った。以下はその結果の一部抜粋である。現

在、調査事項の結果について、管理栄養士の

指導歴などの説明変数とした解析を行ってい

る。

D. 考察

その特殊性から、クローン病患者の診療が専

門施設に集中すると推察すると、本研究班参

加 56 施設で指導を行っている管理栄養士

190 人の調査結果は本邦での実態を代表する

ものと思われた。来年度には解析の詳細を報

告予定である。

E. 結論

全国のクローン病の専門施設で指導を行う管

理栄養士を対象に、クローン病患者の食事指

導に関する実態調査を行った。その結果は来

年度に詳細に公表予定である。

F. 健康危険情報

なし

G. 研究発表

１.論文発表

本研究の結果の解析は終了し、現在、論文

作成中である。

２.学会発表

なし
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H. 知的財産権の出願・登録状況

（予定を含む）

１．特許取得

なし

２．実用新案登録

なし

３．その他

なし


